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(6) メタミホップ乳剤の降雨によ
る影響試験

ノビエの高葉齢処理の場合，薬剤処
理が梅雨時期に重なる可能性があるこ
と，近年ではゲリラ豪雨の様に突発的
に非常に強い雨が降ることもあること
から，薬剤処理後の降雨が除草効果に
及ぼす影響をメタミホップ乳剤にて確
認した。薬剤処理 1，3，6 時間後に
それぞれ 15mm/5min の条件で降雨
操作を行ったところ，メタミホップ乳
剤はいずれの降雨操作においても高い
除草効果を示した（図 -7）。メタミホッ
プ乳剤は薬剤処理 1 時間後に降雨が
あった場合にも除草効果が維持された
ことから，降雨による影響を受けにく
いことが示唆された。

(7) シハロホップブチル抵抗性ノ
ビエに対する試験

国内外で除草剤に対して抵抗性を獲
得した雑草に関して多くの報告があ
り，シハロホップブチルにおいても日

本国内で抵抗性を獲得したノビエの発
生が報告されている（那須　2012）。
メタミホップはシハロホップブチルと
同じ ACCase の酵素活性阻害が作用
機作であることから，抵抗性ノビエに
対して感受性が低下する可能性があっ
た。そこで岡山市東区正儀地区で発生
したシハロホップブチル抵抗性ノビエ
を用いてメタミホップの除草効果を確
認した。

シハロホップブチルは，粒剤・EW
ともに感受性個体に高い除草効果を示
したが，抵抗性個体には除草効果が低
下した。それに対しメタミホップは，
粒剤・乳剤ともに抵抗性個体にも高い
除草効果を発揮した（図 -8）。以上の
ことより，メタミホップは岡山市東区
正儀地区で発生したシハロホップブチ
ル抵抗性ノビエに対して除草効果を有
することが確認された。

おわりに

水稲栽培において，ノビエの防除は

最も重要な課題の 1 つである。ノビ
エに対して素早い効果発現と高い除草
効果を有するメタミホップは，より効
率的な雑草管理をする一助となること
が期待される。メタミホップは 2017
年 7 月に水稲用除草剤としての農薬
登録を取得し，混合剤の開発も進めら
れている。今後，更にメタミホップの
特性を活かした商品開発を進め，雑草
防除に貢献できるよう普及活動を進め
ていきたい。
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図‐7 薬剤処理後の降雨が効果に及ぼす影響
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図 -7　薬剤処理後の降雨が効果に及ぼす影響
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図‐8 正儀地区より採取したシハロホップ抵抗性ノビエに対する効果試験
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図 -8　正儀地区より採取したシハロホップブチル抵抗性ノビエに対する効果試験
科研製薬㈱　温室内ポット試験　埴壌土　水管理3～5cm
粒剤はノビエ4葉期に湛水状態で薬剤を処理し，処理20日後に対無処理区比で達観調査
した。
乳剤はノビエ6葉期に500倍希釈（比較剤は1000倍，展着剤加用）した散布液を落水
状態（薬剤処理後5日間は落水状態を維持）で雑草茎葉部へ処理し，処理19日後に対無
処理区比で達観調査した。
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こんな雑草こんな問題　29

近年，関東以西の水田で問題化して
いる雑草に外来雑草のヒレタゴボウ（図
-1，Ludwigia decurrens W.）がある。別
名，アメリカミズキンバイ。ヒレタゴ
ボウは熱帯アメリカ原産で，アカバナ
科チョウジタデ属の一年生草本であり，
在来種のチョウジタデに類似している。
日本国内では 1955 年に愛媛県松山市
で見いだされ（清水ら 2001），1960
年代には四国や瀬戸内海で水田雑草と
して知られるようになった。現在では，
関東以西で見られている。

（1）ヒレタゴボウの形態的特徴
茎は四稜を持ち断面は四角形で直

立し，よく分岐する。高さは 1m 以上
になる。葉は，広線形で先端が細くの
び，無柄で互生し基部は茎に流れて稜
につながって翼となる（図 -2，清水ら
2001）。夏季に直径が 3cm 程度の 4 弁
化を葉腋につける。果実は円筒状で，
高さ 2cm 程度，上端に 4 枚のガク片が残る。中には 0.5mm
程度の小さな種子が数多く形成される。なお，成植物では土中
よりほぼ垂直に浮根が発生する（徐 2017）。

　
（2）水田およびその周辺部での発生

一般的に，ヒレタゴボウは移植後，十分に湛水深がある間
はほとんど発生してこないが，田面が露出する中干し期にな
ると発生してくる。また，湛水圃場であっても，浅水の場合や，
田面が高く露出した部分でも発生が見られる（図 -3）。発生
当初は，水稲に隠れ気がつかないが，出穂期頃には水稲より
も大きくなり目立つ（図 -4）。

また，その発生は収穫後の刈跡でも見られる。さらには水
稲の生育期間中には発生は見られなくても，秋の耕起後に圃
場一面に発生し，赤く変色することもある ( 図 -5）。水田畦
畔での発生も多い。なお，畑地状の畦畔では，浮根は発生し

ない ( 徐 2017）。

（3）水田での防除　
中干し期頃から発生が始まるため，ヒレタゴボウに活性を

有する一発処理剤だけでは除草効果が切れる可能性がある。
このため，初期剤との体系処理や，発生後はベンタゾン等の
中後期剤との体系処理が効果的である。また，大きくなった
個体は，水稲収穫前に抜き取る。上述したように，ヒレタゴ
ボウの発生の大きな要因は，田面が露出し畑地状になること
であるので，圃場の水管理も重要である。
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ヒレタゴボウ

図 -1　開花中のヒレタゴボウ
（2015 年 9 月上旬，岡山市）

図 -2　葉の基部（2015 年 9 月上旬，岡山市）
注 ) 基部は茎に流れて稜につながって翼 ( 鰭 ) と      
なっている。

図 -4　水稲登熟期のヒレタゴボウ多発圃場
　　　（2009 年 9 月中旬，愛知県豊田市）

図 -3　  田面が露出した部分でのヒレタゴボウの
発生（2017 年 8 月上旬，愛知県稲沢市）

図 -5　  イネ刈跡の耕起後の圃場一面に発生したヒレ
タゴボウ（2016 年 11 月下旬，愛知県稲沢市）

注）茎葉部は赤く変色。一部，開花中。


